
 

 
 

食肉処理施設における自主検査の手順書 
～枝肉・施設・器具のスタンプ法を用いた一般生菌数、大腸菌群数測定標準作業書～ 

 

国産ジビエ認証施設における自主検査については、外注されている施設も多く、経費の

負担が多いが、外注せずに施設で検査する簡易な方法でも可能である。採材も容易な簡易

スタンプキットによる方法を手順ごとに紹介する。 

 

１．検査項目 

①設備、器具の拭き取り：一般生菌数、大腸菌群数         

②枝肉の拭き取り：一般生菌数、大腸菌群数、大腸菌 

２．採材のタイミング 

①設備、器具の拭き取り：作業開始前の設備・器具等 

②枝肉の拭き取り：枝肉の最終洗浄直後で、冷蔵庫に入れる前が望ましい。水滴があ

る注など、洗浄直後に実施できない場合は、解体後、24 時間以内に

実施。なお、施設において採材のタイミングが統一になるよう、取

り決めておくこと。 

（注：水滴が滴り落ちなければ採材は可能（水滴拭き取りは不可）） 

３. 器具・装置 

・37℃ 恒温装置 

４. 試薬・培地 

・市販スタンプ検査キット 

一般生菌数用 

フードスタンプ標準寒天（島津） 

ぺたんチェックDD DD 寒天培地（栄研） 

大腸菌群用 

フードスタンプデゾキシコレート（島津） 

フードスタンプX-GAL（島津） 

フードスタンプXM-G（島津） 

ぺたんチェックDD デオキシコレート寒天培地（栄研） 

ぺたんチェックDD X-GAL 寒天培地（栄研） 

ぺたんチェックDD MAX 寒天培地（栄研） 

５. 検体採取 

(1) 測定しようとする施設・器具、枝肉を選定する。 

(2) 手を洗いアルコール消毒する。 

(3) 市販スタンプ検査キットを測定する数だけ、切り離す。 

(4) 市販スタンプ検査キットのキャップをとる。 

(5) キャップをとった市販スタンプ検査キットを施設、器具、

枝肉の表面に培地面（寒天部分）を軽く押しつける（スタン

プする）注（写真１）。 

(6) キャップをして、スタンプした日付、場所などを市販スタ

ンプ検査キットの端に記入する。 

(7) スタンプした箇所を培地成分が残らないように洗浄する。 

写真１：ナイフにスタンプし

た市販スタンプ検査キット 

（注：施設において同一な圧で実施） 



 

 
 

 

(8) 恒温装置にキャップした市販スタンプ検査キットを入れ、培養する（表１）。 

表１：市販スタンプ検査キットごとの培養温度と培養時間 

市販スタンプ検査キット名                              培養温度   培養時間 

一般生菌数用 

フードスタンプ標準寒天（島津）            35－37℃   24－48時間 

ぺたんチェックDD DD寒天培地（栄研）            37℃      ８－24時間 

大腸菌群用 

フードスタンプデゾキシコレート（島津）         35－37℃      24時間 

フードスタンプX-GAL（島津）               35－37℃      24時間 

フードスタンプXM-G（島津）                35℃      20±２時間 

ぺたんチェックDD デオキシコレート寒天培地（栄研）     37℃      18－24時間 

ぺたんチェックDD X-GAL寒天培地（栄研）           37℃      18－24時間 

ぺたんチェックDD MAX寒天培地（栄研）                    37℃      18－24時間 

※検査キットの使用方法、保存方法は、種類毎に異なりますので、キットの説明書等を確認してください。 

また、施設において培養時間が統一になるよう、取り決めておくこと。 

 

(9)培養時間終了後、各市販スタンプ検査キットの培地上（10 ㎠あたり）に発育した集

落をデジカメで撮影するとともに、目視でカウントする（表２）。 

表２：市販スタンプ検査キットの結果の判定法 

市販スタンプ検査キット名                              結果の判定方法 

一般生菌数用 

フードスタンプ標準寒天（島津）                      発育した集落 

ぺたんチェックDD DD寒天培地（栄研）         赤色集落 

大腸菌群用 

フードスタンプデゾキシコレート（島津）       大腸菌群は赤色集落 

フードスタンプX-GAL（島津）             大腸菌群は青～青緑色集落 

フードスタンプXM-G（島津）             大腸菌群はピンク～赤色集落 

                          大腸菌は青～青紫色集落 

ぺたんチェックDD デオキシコレート寒天培地（栄研）  大腸菌群は赤色混濁集落 

ぺたんチェックDD X-GAL寒天培地（栄研）        大腸菌群は青色または青緑色集落 

ぺたんチェックDD MAX寒天培地（栄研）                大腸菌群は赤～紫集落 

大腸菌は青緑～濃紺集落 

 

（10）判定 

検査合格基準については、以下のとおりである。 

① 設備、器具の拭き取り 

一般生菌数(1,000 個/１検体（又は100個/10cm2未満）)、大腸菌群数(陰性)         

② 枝肉の拭き取り 

一般生菌数(10,000 個/10cm2未満)、大腸菌群数(100 個/10cm2未満) 

フックや取っ手など検査対象が曲面である等、10 ㎠がとれない場合においても、

その条件での菌数を測定し記録する。大腸菌群が検出された場合は、作業前において

汚染していると考え、次回より、熱湯やアルコール等で消毒して、陰性を確認する。 
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